第42回有機典型元素化学討論会予稿原稿の書き方と予稿原稿見本
（1名大院理・2名大ITbM）○名大太郎1・名大花子1・名大次郎2
本文はここから始めて下さい．予稿原稿の作成にあたり，下記の注意事項にご留意ください．本年度から口頭発表，ポスター発表ともに予稿原稿は１ページになっていますのでご注意ください．
作成上の注意事項：
1) A4版を用い，上25 mm，下25 mm，左20 mm，右20 mmの余白をとってください．
2) 和文・英文演題は 14 ptの大きさのフォントでお願いします．他は，全て12 ptです．
3) フォントは，日本語は明朝系のフォント，英語はTimes系のフォントをご使用下さい．
4) 行間は 16 ポイントを標準としますが，常識的な範囲で適宜調整いただいて結構です．
5) 左上隅から，縦5 cm，横6 cmを空けて下さい．講演番号を入れます．
6) 講演者名の前に○を付けて下さい．
7) 本予稿原稿はグレースケールでA4判にて印刷されます．カラーの図表は，白黒出力時の濃淡に注意してください．図表等は直接原稿に埋め込んでください．
8) 口頭発表，ポスター発表ともに，下記の英文部分も含めてA4判１ページで作成してください．
1) T. Meidai, H. Meidai, J. Meidai, Angew. Chem. Int. Ed., 2012, 51, 12206.
2) T. Meidai, H. Meidai, J. Meidai, J. Am. Chem. Soc., 2012, 134, 4529.
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